
１　はじめに
　近年、中国では老舗を媒介として観光を実
施するケースが多くなってくる。例えば、北
京へ旅行に行ったときに、「全聚徳」という
北京ダックの名店で食事するのは一般的であ
る。また、青島へ行ったときに「青島ビール
工場」を見学するのもコースの一環である。
時には、ある老舗に行くために、わざわざ観
光行為を行う事例もよく見られる。ここか
ら、老舗が商業の機能を働くことにとどまら
ず、地域振興と文化伝承に大きな役割を果た
すことが分かっている。老舗は地域の産物と

して、民俗現象や生活習慣など地域に属する
文化に深くかかわっているので、文化的商業
の典型的なありかたである。現代社会で生き
ている老舗は、利益を求めるのと同時に、文
化伝承の責任も担っている。両方を並行する
1つの手段は、老舗を観光資源として開発す
ることである。しかし、長年にわたってきた
老舗の店舗は往々にして町に散在しているの
が現状であるので、集中的に営業している光
景は珍しく、観光資源に利用するのも難しい。
本論の研究対象である中国済南寛厚里商店街
では、計18軒の老舗が経営している。およそ
当該の商店街にある全296店の6.08％を占め
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（要旨）
　本稿の研究目的は、中国山東省の省都済南に位置している寛厚里というレトロ風商店街の老舗を主
として、企業と観光客の再帰的なまなざしから、文化要素と観光要素をそろえたレトロ風の建造物地
区における老舗の開発と発展が地域振興と文化継承に不可欠であることに注目し、その重要な役割を
検証することである。そこで結論として、再帰的なまなざしは文化観光に役立つ機能を有しているこ
とを明らかにする。詳しく言えば、第1に、再帰性は老舗を含んでいる企業と地域文化が長く存続す
る不可欠な要素であることである。第2に、観光客のまなざしは再帰性に緊密な関係を持っているこ
とである。
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ている（2019年9月のインタビューの時点ま
で）。この数値は高くなく見えるが、済南市
内では老舗が一番集中している地域である。
さらに、老舗が大量にできた寛厚里第3期工
事は第1期工事と第2期工事より集客効果が著
しく目立っている。この現象に気づき、いか
にして老舗の観光価値を活かすのかというこ
とが本稿の研究動機である。
　地域文化は「それ自体が独自の価値を持つ
だけでなく，住民の地域への誇りや愛着を深
め，住民共通のよりどころとなり，地域社会
の連帯感を強めることにも資することから，
地域づくりを進める上で重要な役割を有する
ものである」（文化審議会,2005,p.2）。地域文
化と経済をつなげる紐の1つは老舗である。
本稿は山東省老舗企業協会へのインタビュー
調査と老舗についてのアンケート調査という
方法を用い、老舗が地域文化の価値を持ち、
人文観光資源として活用できることを検証す
る。

２　先行研究の整理
　20世紀の半ば頃から、様々な業態を集めて
いる大規模な商店街──ショッピングモール
が発展してきた。商業施設であるが、飲食を
はじめ、娯楽、観覧など観光に関わっている
要素も揃い、新型観光地となった。入場者は
消費者である一方、観光客でもある。このよ
うなショッピング「モールが売っているのは、
商品を買うための魅惑的なそれなりの環境で
ある」とリッツァ（1998/2001, 正岡訳,p.217）
が指摘した。換言すれば、環境、あるいは見
た目に明らかである物事の表象は観光現象に
大きな影響を与えるのである。現在、オンラ
インショップが流行っているため、リアル店
舗が大きな衝撃を受け、不況の傾向があると
報道されているが、レトロ風商店街が人気に

なったのはなぜか。1つの原因は一般の商店
街と違っているノスタルジックな景観づくり
である。これはある程度で観光客に過去の自
分と社会を振り返させる機能を果たしてい
る。そのうえ、長生きのイメージを持ってい
る老舗も、消費者の幼少期の思い出を蘇らせ
る力があるので、両者を組み合わせれば、観
光資源として観光客を引き寄せてくる可能性
が非常に高い。理論的には次の3つにまとめ
られる。

2.1　再帰性への認識
　アンソニー・ギデンズは「諸個人がみずか
らの行為に関する情報を、その行為の根拠に
ついて検討・評価し直すための材料として活
用すること」を「再帰性」（reflexivity）と
呼び、これの諸個人への浸透を近代社会の
特徴とする（宮台・仲正, pp.45－46）。また、
ギデンズは「社会的再帰性」を次のように定
義した。「私たちの生活の諸条件がますます
私たち自身の行為の所産となり、また逆に、
私たちの行為が、私たち自身の創り出したリ
スクと好機を管理したり、あるいはこうした
リスクと好機に挑戦する方向をますます目指
す、そうした社会を指称している」（Giddens, 
1998/2001, 松尾訳, p.31）。彼はもともと環境
に支配された人間は、時代の流れにしたがい、
今は自らが創り出した新しい環境の中で暮ら
しているという人間と社会構造が互いに繰り
返して影響を及ぼすことを主張している。こ
の過程の中では、伝統は変容してきたが、消
滅していない。「伝統のあるべき場を定め、
伝統を社会の脈絡のなかにはめ込んでいる」

（同, p.30）。このマクロの視点から、伝統を
継ぐ機能を持っている老舗が社会の発展にも
不可欠な要素であることと、激しく変容して
いく社会に応じることを目指しながら自分を
発展させるわけだということを明確にする。
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　アーリは再帰性が審美的なものだと認識す
る。「これには、イメージやシンボルの増殖
が関係しており、感覚のレベルで作用して、
種々の自然や社会についての趣味や品格的
区別立てをめぐって統合されている」（Urry, 
1995/2003, 吉原・大澤監訳, P.238）。換言す
れば、危機意識があるまま、現在と過去を審
美的に省察することで、歴史への思い入れを
創出することができる。これは「再帰的近代
化の一要素なのである」（同, p.238）。
　また、ギデンズの理論をはじめ、中西は「再
帰性」の各提唱者の記述をまとめ、再帰性を
市場の視座から分析している。中西（2014, 
p.3）は「『再帰性』とは自己を他者に映し出
して、それが自己に帰って自己を変革する螺
旋状の循環である」と表し、「再帰性が多く
の領域で働き、異なる次元を結びつけること
ができる」と指摘した。再帰性によって、人
間も市場も「繰り返す螺旋状の循環」という
変化が続いていくので、業者は新しい市場に
対する敏感に認識する必要がある。特に中西

（2014）の第3章では、自己再帰性や制度的再
帰性など合理的再帰性と、美的再帰性などの
不合理な再帰性など様々な再帰性の観点か
ら、「無印良品」の事例を挙げ、ブランドの
アイデンティティを重視しながら、国内外の
変化に応じて発展させることを強調した。こ
の分析は老舗という地域ブランドが存在し続
けていく構築の方法にとって、大いに力に啓
発される。
　地域おこしにおいても、「再帰性」の視点
から分析する文献も何本かある。門田（西川，
2019参照）は再帰性を伝統と街並みという観
光の文脈に関連させ、過疎地域の不況を「観
光」を通して改善することを求めている。彼
は「自分たちの地域がどのようなものである
か振り返り、それを言葉やモノに表して他者
に伝達することは、とりわけ現代社会におい

て頻繁になされるようになっている。このよ
うな自己への省察は『再帰性』と呼ばれる」（西
川, 2019, p.161）。また、大社は「再帰性」の
理論を用い、地域おこしについて次のように
述べていた。「地域再生の取り組みの初めの
一歩も、地元のことを良く知ることだった」。

「まずもって地元の人たちがその価値を理解
し、その価値を大切にしていることが重要で
あり、次にその価値を分かりやすいカタチで
来訪者に伝えていくという手順が必要」（大
社, 2009, pp.118-119）なのである。自分と自
分が属している地域の価値を理解する1つの
手段としては、「再帰性」の視点で自分と地
域を省察するわけである。しかし、自分の目
線だけは主観的な見方に偏りがちなので、も
う1つの手段は、観光客、すなわち「他人」
のまなざしを理解する上で、地域の価値を分
かるのも重要だと思われる。本稿で取り扱っ
ている「再帰性」という概念は、再帰的なま
なざしで消費者の幼少期の思い出を蘇らせる
力があるレトロ風商店街のコンセプトと、そ
ちらにおける老舗の開発・発展を見るという
ことである。

2.2　逸脱論と観光の関係
　観光客のまなざしと言えば、アーリの『観
光のまなざし』が広く注目されている文献で
ある。なぜまなざしをテーマとしたかとい
うと、まずは生理の面の理論を見る。アー
リ（2000/2006, 吉原監訳, p.146）が「視覚は、
感覚のうちで最も地位の高いものであり、近
代的認識論の土台をなすものとみなされてき
た」と指摘されたように、視覚は物事を認識
する一番直観的な手段である。視覚を消費行
為と結びつけ、アーリは観光客のまなざしと
いう視覚優位性の特徴を切り口として、観光
現象を分析している。
　「（観光は）ある意味では必然性のない財と
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かサーヴィスを消費すること（中略）なの
だ。こういうものの消費というのは、日常生
活でふだん取り込まれているものとは異なる
遊興的な経験で発生すると思われているから
である。とはいえ、一方、すくなくともこう
いう体験で、私たちはたいてい、日常から離
れた異なる景色、風景、街並みなどにたいし
てまなざしもしくは視線を投げかけている」

（Urry, 1990/1995/2006, 加太訳, PP.1-2）。す
なわち、観光客は自分が馴染んでいる諸相と
差異があるものに興味を持っているのは、観
光行為を引き起こすのである。これもアーリ
の「逸脱論」で理解できる。「逸脱論は、異
常で特異な社会的行為の研究を行うが、この
行為は、じつは、ある社会において、たまた
ま逸脱とされ、別の社会では必ずしもそうで
ない。逸脱（deviance）の研究の前提には、

『正常な』社会側の持つ興味深く意味ある諸
相が解明されるだろうということがある。な
ぜ種々の行為が逸脱として扱われるかという
こと、それはまさに種々の社会がどのように
して機能しているのかを照らし出すからであ
る」（Urry, 1990/1995/2006, 加太訳, p.5）。す
なわち、観光客が他人の世界を見ているうち
に、自分が暮らしている世界も深く理解でき
るようになる。さらにいうと、本論では、観
光客は現在の生活と違っている過去の自分の
世界への懐かしさという「再帰性」も観光を
引き起こす1つの動機だと考えられる。観光
客のまなざしが変化しつつあるので、「観光
が呈示するものは、観光のオーディエンスに
よって特に構築された新しい文化」（Bruner, 
2005/2007, 安村他訳, p.13）となる。したがっ
て、これらの理由で、地域は観光客のまなざ
しの中で再帰的に再構築されるようになる。

2.3　老舗と地域おこし
　今まで、中国にも日本にも老舗についての

研究が数多くあるが、主に企業経営をめぐ
り、老舗の存続、競争力の高まりやブランド
構築、後継者の育成、地域との連携などに着
目するほうが多い。塩月（2018）は「地域貢
献」という言葉を使い、浅間酒造株式会社を
例として、「地域貢献活動」の視点から、地
元企業が地域貢献に関する研究を行った。崔
瑛（2012）は地域ブランドという用語を取り
入れ、観光協会や商工会議所などの内部関係
者へのアンケート調査を通し、地域内部関係
者の保有資源に対する認識と資源活用の現状
を把握するうえで、ブランド構築に関わる内
部関係者が課題解決に向けた方向性を考察し
ている。また、老舗企業の1つとして、温泉
旅館は注目されてきた存在である。老舗の温
泉旅館を対象としての研究も数多い。岩崎

（2014）はおごと温泉における「琵琶湖花街
道」と「湯元館」の2軒の温泉旅館を事例と
して取り上げた。経営者の活躍や変革がなけ
れば、おごと温泉の再生がないと論じた。安
本（2016）は「大丸あすなろ荘」の事例を取
り上げ、温泉旅館が地域振興の持続性と産業
連環の基軸であることを研究した。同論文は、
長寿企業は信頼、信用の特徴を持っているこ
とで、地域産業の活性化と地域文化の継承の
キャリアとなることを分析した。ただし、上
述の論文は老舗と地域の関わりを分析した
が、商店街における老舗の考察に言及してい
ない。
　中国の場合では、2006年に第一回老舗を認
定する事業を開始した時点を節目として、老
舗についての研究が急に増加するようになっ
た。その中で、老舗の文化価値を中心とする
研究が多い。周（2009）は老舗と文化をめぐ
る下記の3つの問題を指摘した。まずは中華
老字号（老舗）は中国の伝統文化を示す1種
の記号であることとそれを生かす甲斐がある
ことを示した。また、伝統文化を示す記号と
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しての老舗は現代社会に進出するとき、現代
化商品とのぶつかりが非常に起こりやすくな
る。この時に、消費者は老舗を守りたいもの
の、現代化された老舗の現状への不満が溢れ
たので、評価がだんだん低下するようになる
ことがわかった。さらに、経営戦略として、
あまりにも現代化のイメージを与えた老舗は
消費者に認可をもらいにくいことを論じた。
以上からは老舗が「伝統文化」と「時代遅れ
の文化」という二重の文化記号を持っている
存在であることを明らかにした。また、老舗
と観光開発についての論文は何本もある。梁

（2007）は老舗を都市の文化遺産に位置づけ、
老舗の企業文化を分析したうえで、老舗の保
護と観光開発へのつながりという問題を提起
した。張（2008）は「歴史料理店」という概
念を出し、南京にある老舗料理店の事例を取
り上げつつ、中国の伝統的な食事文化の保護、
発展のために、老舗を遺産観光の要素として
扱う必要があると指摘している。
　以上の研究は文化、継承、発展など様々な
視点から分析したが、商店街における老舗の
群と観光をつながり、インタビューを通し、
観光客や消費者の目線からの研究はまだ少な
いので、本稿はそれを切り口として研究を進
めていく。

３　�本研究の論理の根拠、独自性と
用語解釈

3.1　論理の根拠
　寛厚里商店街における老舗が本当に再帰的
なまなざしの機能を有しているかどうかとい
う本研究の仮説が成立できるかどうかを検証
するために、2018年1月に予備調査としてネッ
ト上のアンケート調査を行った。後節でも述
べているが、アンケート調査を通して、老舗
が昔への懐かしさを喚起する記号となり、消

費者はその記号を入手する度に、再帰的な達
成感と自己肯定感が得られ、昔の自分を懐か
しく想起できる効果を明らかにした。消費者
は昔に関わっている情報を収集する意識を持
ちながら、消費環境へのまなざしをかけてい
るうちに、自分の過去が再帰的に蘇られる。
これも本研究の論理根拠だと思われる。

3.2　本研究の独自性
　本研究の独自性は主に次の2つである。第1
に、理論の独自性である。再帰性の理論を使っ
て経済や地域開発の研究と、観光客のまなざ
しから観光や地域再生の研究がたくさんある
が、「再帰性論」と「逸脱論」の2つの理論を
組み合わせた研究はまだ少ない。特に、世界
的に見ても既に古い町並みや歴史文化的景観
を活用した観光振興はたくさん行われている
が、歴史に残された建造物が少ない地域では、
観光どころか、景観としても活かすことが難
しいところは多い。本稿で取り上げた事例は
地域文化に合わせて大規模的に再建されてい
るので、「真正性」の議論が起こっているが、
再帰的なまなざしからこの「議論がある再建」
と、地域振興及び文化継承の関係を検討する
のは、本研究の理論の独自性だと考えられる。
詳しく言えば、本稿は老舗が再帰性論を利用
して市場を開発することにとどまらず、個人
が再帰的なまなざしで引き起こしたノスタル
ジアという感情を捉え、レトロ風商店街にお
ける老舗の現状と文化観光の関係を分析して
いる。第2に、事例の独自性である。寛厚里
商店街は2017年9月に全面的にオープンした
レトロ風商店街であるので、研究はまだ少な
い。さらに、寛厚里商店街における老舗も研
究対象として扱われることがほとんどないの
で、研究する価値があると思われる。
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3.3　用語解釈
3.3.1　レトロ風商店街　
　『 新 明 解 』（ 第7版 ） に よ る と、 レ ト ロ

（retrospective）とは、懐古趣味的なこと・
様子である。天野 （2017）は「観光対象を呈
示する主体が、（観光対象に対して）“懐かし
さ”の表象の付与を明示的に行っている観光
のあり方、及び観光客がそれらの表象の消費
を目的とした行動を展開する観光のあり方」
とレトロツーリズムを定義した。本稿で取り
上げた寛厚里商店街は、歴史の文脈や文化の
背景などに関係がある地域で建設された上
で、景観も建造物も古式的に造られたので、

「レトロ風商店街」という言い方にした。
3.3.2　老舗
　日本の場合では、『大辞林』（第3版）によ
ると、老舗というのは①「代々同じ商売を続
けている店」、②「長年商売をして得た店の
信用」、③「先祖代々の家業を継ぐこと」を
指す。また、「創業や設立から100年以上経っ
た営利法人（学校法人や宗教法人を除く）を

『老舗企業』」（帝国データバンク, 2010, p.4）
という認識が一般的である。帝国データバン
クの企業概要データベース「COSMOS2」に
収録されている1188474営利法人の会社の中
で、1908年以前に創業または設立した企業は
19518社であり、総企業の1.6％を占めている。
それに、計上していない企業を含め、100年
以上の歴史を持っている老舗は約5万社と推
定されていることから、日本は世界一の「老
舗大国」だといってもよい（同, pp.50－51参
照）。
　それにたいして、中国の場合では、老舗は

「老字号」と呼ばれ、大まかにいえば、数十
年ないし数百年の歴史に洗練された百貨、漢
方薬、飲食、服装、民間芸術品とその他の商
業やサービス業である。1980年代から、当時
の中国商業庁は断続的に「中華老字号」とい

う老舗を認定する活動を行い、1991年まで、
全国では1600以上の企業が「老舗」と認定さ
れていた。それ以降の15年間、認定標準が規
範的ではなかったため、認定活動を中止した。
2006年から、中国商務部が『中華老字号認定
規範（試行）』を公布し、改めて1000社以上
の企業に「中華老字号」という称号を与えた。
受賞された企業は、「中華老字号」と書いて
いる牌と証書を有する。ただし、基準の1つ
として、100年以上の歴史ではなく、1956年（含
む）１）までにできた時限が必要である。一方、
1980年代に、中国の高等教育出版社が行った
老舗についての調査により、全国では1500社
以上の老舗の情報を集め、『中国老字号』と
いうシリーズの本が10巻編集された。「中華
老字号」と「中国老字号」は違う組織によっ
て行われた調査であるが、およそ70％の企業
は2つの認定事業の中に記載され、合わせて
1800社以上の老舗があることが分かっている

（李, 2018）。さらに、中国商務部に選ばれた
「中華老字号」以外、各省商務庁・市商務局
の基準によって当選された省・市レベルの老
舗も数多くある。
　中日両国の老舗に対する定義を比較した
ら、違っているところがあるが、少なくとも
3つの共通点があるのは一般の認識である。
第1に、時間的には長生きという感じがある。

「長生き」だからこそ、昔への懐かしさやノ
スタルジアを再帰的に喚起する可能性があ
る。第2に、商品は品質を確保するうえで、
味や技法にこだわり、独特性を持っている。

「逸脱論」のところで述べているように、人
間は「差異」のあるものに視線をかける傾向
がある。換言すれば、老舗商品は一般の商品
と異なっているから、消費者のまなざしを引
き寄せやすい。第3に、老舗は商業だけにと
どまらず、文化の1つの形で表れているもの
である。したがって、老舗は観光資源になる
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のも当たり前のことになる。また、両国でも
「文化財」に登録した老舗が多い。これは老
舗が持っている独自性と文化を保護する保障
となった。ここから、老舗が地域ブランドで
ある同時に、文化的商業の典型的なありかた
であることを明確にした。

4　寛厚里商店街
4.1　寛厚里商店街の紹介
　寛厚里商店街の前身は400年の歴史を持っ
ている民家居住地「寛厚所街」であった。建
造物は今の時代と違い、19世紀末、20世紀初
頭にできた珍しい様式が多かった。しかし、
時代の流れにしたがい、ボロボロになった家
屋が多くなり、安全性と利便性にも欠けてい
たので、2008年に上海世茂集団（会社）が寛
厚所街の使用権を獲得し、寛厚所街の取り壊
し工事を始めた。完成した寛厚所街は寛厚里
商店街に生まれ変わり、金家大院と浙閩会館
2つの屋敷だけがそのまま保存され、ほかの
建造物は全部取り壊してしまった。最初には
その取り壊し工事にたいして、批判の声が
屡々聞こえたが、開発された寛厚里商店街は
地域おこしや伝統文化の宣伝などに貢献があ
ることから、成功した事例になった。
　寛厚里商店街は、南に泉城広場を中心とす
る商業地、北と西のほうにはそれぞれ済南市
の3大名所の大明湖や趵突泉などの公園に囲
まれ、市の都心部に立地している。また、近

くにはいくつかのデパートやショッピングセ
ンター、モールがあり、消費や観光に連動効
果がある。市場が日進月歩で変化し続けるの
で、寛厚里商店街は再帰的に地域の歴史や文
化を遡り、社会と人間の変容にスペースを合
わせながら、地域の特色にふさわしいレトロ
風商店街を創り出した。寛厚里商店街は地域
の歴史の文脈を尊重した上で、「レトロ風」
に着目し、百年前の地元の伝統らしい景観を
造った（写真1）。石畳の路地は縦横に貫き、
両側には2階建て、3階建ての店舗が並んでい
る。飲食店、洋服屋、楽器屋、工芸品店など
の幅広い分野に及んでいる店舗以外、舜祠、
馬合義先生記念館、寛厚書院、大劇台ステー
ジなど文化が体験できる場所も建てられてい
る。また、石造りの屏風や彫刻、蓮が生えて
いる池などは古風な雰囲気に満ちている。大
劇台ステージは定期的に伝統劇を演じること
がある。演劇のファンに欲求を満たしつつ、
伝統芸能を広く伝える。そのほかに、寛厚書
院も文化体験の場所である。一般の本屋と違
い、2階建ての寛厚書院は読書に限らず、文
人のたしなみとされた琴・棋・書・画・酒・
茶を体験する場所が設置されている。それか
ら、寛厚里商店街にある舜祠も地域文化の代
表である（写真2）。舜祠というのは、昔話の
人物──山東省生まれで、済南で耕作してい
た五帝の舜帝を祀るところである。1960年代
に取り壊された舜帝を祀る本物の舜祠は次第

写真1　寛厚里商店街

出典：2019年9月筆者撮影 出典：2019年9月筆者撮影

写真2　舜祠
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に公衆特に若者の視野から消えていったが、
寛厚里商店街にある舜祠は歴史景観を再現
し、訪れてきた観光客に済南の歴史を伝える
役割も果たす。また、2018年9月に始まった「孔
子学堂」では、定期的に無料で公開講座を行
い、儒教、伝統文化を宣伝する効果がある。
　「文化」というのは、長年にわたって地域
社会に定着している人々の行動様式や生活様
式ということであるが、新しく創られた建造
物でも、再帰的に100年前の建造様式を再建
したので、観光客に昔の寛厚所街にあった景
観と、昔この地域ならではの文化を了解して
もらうことができる手段となる。このように
本論では、「再現」を通して「真正性」（Urry, 
1990）及び「再帰性」（Giddens, 1998）を実
現することを論じる。

4.2　逸脱論の視点から見る寛厚里商店街
　寛厚里商店街は昔の寛厚所街や地元の文
化要素を吸収して当時の景観が再現された。
この「真正性」をめぐった争議も続いてい
る。しかし、「まなざしの対象は社会と対比
的だからだ。別の言い方をするなら、いかに
してそれぞれの社会集団がそれぞれの観光の
まなざしを形成するのかということを考察す
ることは「正常な社会」でなにが生起してい
るかを理解するのにじつによい方法なのであ
る」（Urry, 1990/1995/2006, 加太訳, p.4）。換
言すれば、歴史学者や建造物学者のような専
門家ではない観光客にとって、ここには遺跡
があり、そして昔の様子にそっくりと復元さ
れる地域であるかどうかを調べることはな
い。彼らが気になっているのは、この地域は
自分が馴染んでいる社会を逸脱し、非日常
性の体験ができるということだけなのであ
る。一方、地元住民は、再帰的なまなざしを
生かし、安全性・利便性を失った建造物の再
建を通して、地域文化の再生・振興を望んで

いるのだと思われる。「観光のまなざしの典
型的な対象を考察することで、より広い社会
の基本的原理というものを理解しようとす
るにはこの逸脱を用いてよいだろう」（Urry, 
1990/1995/2006, 加太訳, p.5）。さらに、昔、
この地域にこのような独特な景観があったの
と観光客に知ってもらい、地域文化を観光客
に体験してもらうのが、地域おこしに役立っ
ているのだと考えられる。酒巻貞夫（2008, 
p.146）は「中心市街地には、これまで蓄積
された社会資本や地域の歴史、文化、伝統が
あり、これらを積極的に活用しながら中心市
街地の再生を図ることで、地域の新たな活力
を生み出すことが求められている」と指摘し
たように、寛厚里商店街は地域の活性化に大
きな貢献をしている。済南商務局によると、
2019年10月のゴールデンウイークの7日間に、
70万人以上の集客効果があり、経済波及効果
はおよそ500万元（約7800万円）であった。
さらに、2015年9月に営業し始めてからの3年
間、いろいろ受賞された中で、2018年6月に、
全国範囲で初めて企業として「中国第4回ビ
ジネス・ツーリズム・カルチャー産業発展模
範街区」を受賞された。寛厚里商店街は、地
域おこしないし街づくりの地域ブランドと
なった。

５　�寛厚里商店街における老舗の分
析

　寛厚里商店街はレトロ風に造っただけでは
なく、地域文化を宣伝することにも取り組ん
でいる。その中で、特に注目されているのは
老舗である。
　前述したように、中国では各省・市レベル
の老舗もある。2017年1月18日に、「山東省老
字号企業協会」（日本語に訳すれば「山東省
老舗企業協会」であり、以下は「協会」と略
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す場合もある）が済南で成立され、事務所は
寛厚里に設置されているのである。理由とし
ては、寛厚里は済南市に唯一の伝統建造物と
現代化と融合した規模がある商店街でもあれ
ば、中には老舗をテーマとした街もあるから
である（山東老字号, 2018）。日本では「旧来
型の観光地なども厳しい状況である」（関・
遠山2007, p.12）ので、地域資源を「新たな
付加価値をつけ、地域のブランドにしていこ
うというのであろう。さらに、それに地域
の『暮らし』や『街並み』を組み合わせ、独
特の色合いに染めていこうとしているように
見える」と関・遠山が指摘した（同, pp.12-
13）。中国でも地域ブランドを活かして観光地
を創出するのもよく見られることである。も
ともと市内に散在している老舗を、支店の形
で集めると、観光資源として活用できるだけ
ではなく、経済効果や雇用創出効果など一連
の派生的効果が出るようになった。ここか
ら、老舗は寛厚里の1つのセールスポイント
となったことが分かる。協会は山東省商務庁
にサポートをしてもらい、政府と老舗企業の
間に交流するかけ橋となった。変化が絶え間
ない社会に適応するように、協会は再帰性の
理論を活用しながら、老舗の伝承や発展に重
要な役割を演じている。

5.1　協会の構成と役割　
　寛厚里商店街と老舗の現状や関係などより
詳しく分かるようにするために、2019年9月
24日に、協会のギ秘書長にインタビューを実
施した。
　協会は2017年1月18日に済南寛厚里で成立
されている。寛厚里をオフィスの場所に選ん
だ理由は協会が寛厚里第3期プログラムの設
計に参加したからである。第1期と第2期は景
観づくりにおいてはできるだけ寛厚所街と城
跡の様子を復旧したつもりであったが、集客

効果は予期よりかなり外れてしまったので、
協会を含めて新しい開発チームを成立した。
協会は第3期の建築様式やオブジェのスタイ
ルなどにアイデアを出しただけではなく、店
舗の誘致にも介入し、18軒の老舗はほぼ3期
の時に進出してきた。2017年9月、第3期工事
の出来上がりとともに、面目を一新する寛厚
里も全面的にオープンとなっていた。今の寛
厚里商店街が現われている様子は第3期が大
きな貢献を果たしていることを明らかにし
た。換言すれば、今の寛厚里の発展は協会と
投資者が協力した結果である。
　協会は理事会、秘書室と委員会の3つの部
門に分けられている。協会の会長の担当者は
会員である老舗企業から選ばれるのである。
理事会で年に一回選挙を実施することになっ
ている。これは政府に関係なく、企業自身で
協会を管理することを実現する。秘書室は主
な媒介として、議事会とイベントの主催、情
報の伝達などのような仕事を担当している。
現在では、協会には「中華老字号」という国
レベルの老舗の会員66社、「山東省老字号」
という山東省レベルの会員280社合わせて346
社の会員が入会している。すなわち、国か省
の老舗に登録された老舗はすべて山東省老字
号の会員になるわけである２）。その中に、会
長社が3社、副会長社が11社、理事社が44社
ある。協会が成立する前までは、各老舗は山
東省商業庁に登録したが、各自でイベントや
会議に参加する形であったが、協会ができた
後、様々なイベントに組織的に参加するのみ
ならず、協会を経由して政府に助成金ももら
うようになった。例えば、2019年8月31日か
ら9月2日、第3回中華老字号博覧会は協会と
政府の協力で開催された。山東省だけではな
く、全国21の省からの老舗を373社招待し、3
日間で現場は1500万元、ネットショップでの
販売は1247万元、合わせて2747万元（約4.1
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億円）の売上高に達していた（山東老字号, 
2019, p.6）。9月に、協会が老舗を引率して山
東省曲阜で行われた孔子祭に出席した。海内
外から祭に参加に来た人達に山東省の老舗の
ブランドをアピールした上で、老舗の振興に
も役に立っているのである。また、11月に、
上海で行われた中国国際輸入博覧会で老舗商
品を展示した。海内外に山東老舗のブランド
を知ってもらうために力を入れている。これ
らのイベントを通し、山東省老舗の発展や伝
承に大きな援助となっている。インタビュー
の間に、ギ秘書長が何度も「主導とサービス
の提供」という協会の2つの役割を強調した。
これは老舗の成長に無視できない有力なサ
ポートだと言える。

5.2　寛厚里にある老舗
　現在、寛厚里にある18軒の老舗は飲食をは
じめ、薬屋、服装、洗濯、筆など広い分野に
及んでいる。その中で、「龍抄手」だけは四
川省からの老舗であることにたいして、残っ

た17軒は全部山東省地元の企業である。経営
別によって、料理店は9軒、お菓子屋さんは2
軒、漢方関係の店は3軒ある。後は酒類、洗濯、
筆、服装はそれぞれ1軒ある。また、「中華老
字号」に登録したのは6社、「山東省老字号」
に登録したのは13社、「済南市老字号」に登
録したのは7社である。注目されているのは、
老舗は技法が独特性を持っているので、国や
省、市レベルの無形文化財に登録したのもよ
く見られるのが特色である。寛厚里にある18
社の老舗の中では、2社が国レベル、2社が山
東省レベル、2社が済南市レベル、計6社が無
形文化財に登録した。商店街における老舗は
全部支店であるが、伝統文化をピーアールす
る非常に有力な手段といってもよい。詳細に
ついて表1に作成した。
　実は、登録した老舗以外に、長い歴史にわ
たっている事業に携わっている店舗も寛厚里
で無視できない風物である。例えば、糖画と
いう氷砂糖を使って絵を描く民間芸術は中国
無形文化財に登録された。店舗までとは言え

表1　18社の老舗の情報３）

番号 社名 創業時間 経営種類 中華 山東省 済南市 無形文化財 身分
1 龍抄手（成都） 1941年 ワンタン √
2 便宜坊 1933年 山東料理 √ 会員
3 黄家烤肉 1917年 焼肉 √ √ 市レベル 会員
4 草包包子舖 1937年 肉饅頭 √ √ √ 会員
5 超意興 1912年 山東料理 √ 会員
6 萃華楼 1940年 山東料理 √
7 会仙楼 1950年頃 山東料理 √ 会員
8 聖喜牛雑粉 1890年 牛肉料理 √ 会員
9 燕喜堂 1932年 山東料理 √ √ 会員
10 趵突泉 1630年頃 酒類 √ √ 省レベル 理事
11 野風酥 1920年頃 お菓子 √ 理事
12 益康食品店 1977年 お菓子 √ 市レベル 理事
13 福牌阿膠 1950年 漢方薬 √ √ 国レベル 会員
14 宏済堂 1907年 漢方医院 √ √ 国レベル 副会
15 趙樹堂中医館 1843年 漢方医院 √ √ 省レベル 理事
16 華光石鹸 1914年 洗濯 √
17 亨通制筆 1950年 筆 √ 会員
18 孟洛川 1862年 中式服装 √ √ 副会

出典：現地調査によって筆者作成
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ないが、寛厚里には糖画を経営している「糖
画楊」の屋台がある。糖画の技を継承してき
た楊さんは、40年近く糖画を続けている。毎
日ではないが、イベントの時に必ず寛厚里で
腕を見せる。現在町ではあまり見えない伝統
技法をある程度で新しい世代に知ってもらう
手段となった。また同盛永という中華鍋を作
るブランドも老舗ではないが、省レベルの無
形文化財に登録されたので、非常に人気があ
るそうである。2019年6月に、寛厚里で70人
の職人が同時に手作りの中華鍋を36000回の
鎚で仕上げるイベントも行われた。観光客に
腕を見せながら現場で作った鍋を完売したの
は目的ではなく、100年以上に続けてきた技
をより多くの人に広めるのを望んでいたので
あるそうだ。

5.3　ネットショップへの進出
　中国では、現在オンラインショッピングが
急速に発展してきたため、リアル店舗に非常
に大きな衝撃を与えていた。さらに、このオ
ンラインの消費形式はクレジットカードや携
帯電話での支払いのような新しい消費手段と
互いに影響を及ぼし、新しい消費行為を引き
起こした。老舗は再帰的なまなざしで消費者
の消費行為を分析し、社会変容にふさわしい
発展計画を立てていた。山東省商務庁をはじ
め、協会と老舗は「リアル老舗＋インタネッ
ト」の組み合わせを狙い、全国ないし海外で
の知名度を高めることを含め、持続可能な発
展を目指し、伝統的な老舗の構造を時代向け
の新しい形に変える戦略に取り組んでいると
ころである。協会が中国大手Eコマース「京
東」と契約を締結し、2018年1月に、41社の
山東省の老舗商品を「山東老字号旗艦店」の
名づけで、「京東」というプラットフォーム
にデビューさせた。2018年6月末までの半年、
オンラインショップの売上高は2.6億元（約

40億円）に達し、前年同期比は73.5％高くなっ
た（山東省老舗, 2018, pp.44-46）。

６　再帰性のまなざしからの分析
　上述したように、協会も老舗も社会の激し
い変容の中で、再帰性の理論を用い、社会に
適応するように積極的に自分自身の変革を追
求しながら、発展を求めている。その結果、
3つのメリットをもたらしてきた。第1に、老
舗を活かす役割がある。もともと市内に散在
した老舗は、支店の形で集中的に営業してい
る地域ブランドの群となるので、老舗の知名
度と収益を上げる。さらに地域づくり及び地
域文化を宣伝し、継承する機能を働かせる。
第2に、観光効果がある。レトロ風商店街に
できた老舗は商店街の景観にふさわしいレト
ロな景観づくりをした。店舗の外観はまず観
光客の視覚を経由してノスタルジックな感情
を喚起する機能がある。また、店舗内ではモ
ダン時代に新しく出てきた商品だけではな
く、昔から伝承してきた商品やイベントは過
去に戻るような体験が消費者に与えられるの
で、ある種の再帰的異文化観光といっても良
いだろう。例えば、「便宜坊」という老舗は
食事の時間になると、店外で20世紀初頭の服
装を着装し、済南弁でお客さんを招き寄せる
店員の姿が見られる。また、店内では講談師
が講談を語っている光景も昔の食堂の雰囲気
を作り、入場者に過去を思い起こさせる効果
がある。第3に、協会と老舗の介入は寛厚里
商店街に新鮮な養分を注ぎ、経済波及効果は
もちろん、商店街の知名度も高めていること
で、都市の新しい名刺になる。3者は互いに
依存して促進している関係を保っている。こ
うすれば、寛厚里商店街、協会と老舗は「異
なる三者が一体となって融合し産業が発展す
る状況」となり、「クラスターの研究対象と
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一致する」４）（関・遠山, p.222）。
　2018年1月に予備調査としてネット上のア
ンケート調査を行った。その後、現地調査、

「山東省老舗企業協会」へのインタビュー調
査を含めている本調査を行い、寛厚里商店街
における老舗はいかにして再帰的なまなざし
の機能を有しているのかを分かるようになっ
た。予備調査では、男女不問、10代から60代
以上にわたる255人の調査対象に「老舗に対
するイメージは何だろう」と質問した。図1
のように、「創業時期が長い、過去の思い出」
を選んだ人は60.39％の3位にランキングして
いる。さらに、聞き取り調査では、老舗はあ
る種の思いや思い出である（30代）や、人に
温かい気持ちをもたせる（20代）、今の老舗
は昔の老舗の雰囲気とかなり違い、老舗らし
くなくなった（50代）などと、答えてくれた
人がいる。ここから、老舗が人の感性と感情
に関わっていることが判明できた。言い換え
れば、老舗は記号として人の観光行為を呼び
起こす。アーリはこの現象について次のよう
に述べていた。「『自分たちの場所』に強い愛
着を抱くようになった市民団体は文字どおり
の『地元民』ではないにもかかわらず、しば
しばその場所への強いノスタルジアの感覚を
結びつけている。彼らは、さまざまな経済

的、社会的変化の結果、深い『故郷』喪失
感が生じていることを暗示している」（Urry, 
1995/2003, 吉原・大澤監訳, P.258）。すなわち、
社会変容にしたがい、個人の再帰的なまなざ
しは自分が社会にしたがって変化させられる
と同時に、心底に潜んでいる変化しないもの
──過去への思い出──といっしょに螺旋状
のように循環し続ける。この時は、過去と現
在の間につながる媒介の役割が非常に目立っ
ているようになる。老舗はその媒介を演じて
いるのである。
　また、予備調査で、年齢によって老舗に対
する見方も違っていることに気づいた。表2
が示したように、同じ商品の場合は、優先的
に老舗の商品を購入する比率は若者より、50
代のほうが多く、1位についている。相次い
では60代以上の回答である。
　ここから、年を取るとともに、老舗への好
感度も高くなることからも、失われた過去を
求めるノスタルジックな再帰的まなざしが機
能していると思われる。原因をまとめてみる
と、3つの要素があると思われる。第1に、年
配者は老舗商品の成長を実感する証明者であ
るからだ。今年まで少なくとも63年以上に存
在した老舗は60代以上の方とほぼ同じ年なの
で、老舗への感情や信頼はつぶされにくい。

図1　老舗へのイメージ

出典：筆者作成

n=255
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老舗は商業を営むのみならず、文化要素の1
つとして、人々に温かい思い出を蘇らせ、あ
る種の癒し方といっても過言ではない。特に
年を取ったとともに、老舗は幼少期の思い出
を合わせ、メンタル面を慰める手段となりや
すい。第2に、若者より年配者のほうが貯金
も余暇も多いはずなので、老舗を選んだ資本
がある。第3に、多元化時代に、新しい物事
を受け入れやすい若者の選択肢が年配者より
多いし、老舗への注目度も低いので、老舗を
選ばない1つの原因となった。
　以上の予備調査を通して、本研究で提案し
た「老舗が再帰的なまなざしの機能を有して
いる」という仮説が支持されていることを明
らかにした。レトロ風商店街における老舗が
過去と現在をつなげている媒介という役割を
果たし、地域振興と文化継承に貢献している
ことも明瞭していると考えられる。
　老舗が成功を収めているのは、自身に歴史
と独自性があるのだけではなく、再帰的なま
なざしで人と社会の絶え間ない変化を発見
し、次から次へとの「変革」を実行すること
も非常に無視できないことが示されている。
社会が急速に変化してきた時代には、人々
が消費の場で何を求めているのかについて、
アーリは「人びとの場所の感覚は、単に所与

のものではなく、文化的に構成されたもの
であるという点に多くの関心が寄せられた」

（Urry, 1995/2003, 吉原・大澤監訳, p.5）と指
摘した。これは経済から文化への転回を引き
起こす1つの要因となった。さらに観光客の
再帰性のまなざしの1つの特徴だと思われる。

７　おわりに
　本論は観光が必然的に再帰的だと論じた
上、再帰性のまなざしから中国寛厚里商店
街における老舗と文化観光の関係を考察し
た。インターネットが急速に発展している社
会で、リアル店舗が衰退しているのが現状で
ある。しかし、老舗が集中的にできた第3期
プログラムは第1期と第2期より寛厚里商店街
に大きな集客効果をもたらしてきたことが分
かるようになった。これは寛厚里商店街と山
東省老舗企業協会が市場の動向を把握しなが
ら、新たな再帰性の変化を生み出すのである。
この再帰性も老舗を含んでいる企業と地域文
化が長く存続する不可欠な要素である。
　また、観光客のまなざしも再帰性に緊密な
関係を持っていることを示唆した。老舗は商
業の身分だけではなく、地元の民族性や風習
など文化要素を持っている地域文化である。

図2　年齢別、老舗商品への好感度

出典：筆者作成

n=255
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そして、商人たちの誠実や勤勉など老舗の魂
と認識される、優れている品格は、現代社会
に必要なものである。観光客は自分を省察し
ているうちに、思い出に生き残った場面を新
たに構築し、ノスタルジアという情緒が発生
する。この感情は観光の時に観光対象への見
方や観光行為などに大きな影響を及ぼしてい
ると論じられる。寛厚里商店街が大きな成功
を収めているのは、観光客の再帰性のまなざ
しに気付いたことから離れられない。この再
帰性のまなざしを利用し、老舗と観光を有機

的に結びつけ、絶え間ない変化の社会に適応
した戦略を創出した。寛厚里における老舗の
群はレトロ商店街の活性化ないし地域おこし
に役立っていることが判断できる。
　最後に、レトロ商店街における老舗と一般
のところに立地している老舗の異同を明らか
にするために、ある老舗の事例をめぐって分
析する必要がある。また、観光客への聞き取
り調査とアンケート調査もレトロ商店街にお
ける老舗の研究に役立つと思われるので、こ
れからの課題として進めていく。

注
１） 1956年を節目とした原因は、中国では1956年

から官民連携の形で企業を経営するように
なったからである。その前にできた民間企業
は1956年から政府と協力した性質を持つよう
になった。

２） 中国では、市・省に登録した老舗の店舗はそ
れぞれ各市・省の老舗協会に入会するのが一
般である。

３） 副会は副会長社の省略。
４） クラスターとは「特定の分野」に属し「相互

に関連した企業と機関」から成る「地理的に
近接」した集団と定義され、その集団内のメ
ンバーは共通点と補完性によって結びつき、
葡萄の房のような状態を形成しているとされ
る」（関・遠山, p.222）
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